










研究目的 

 ハイリスク妊娠,分娩の母児管理に関する研究をここ 3年間,多くの施設にお願いしてそ

の管理指針を作るべく,貴重な資料をいただくことができた。そこでこの多岐にわたる成績

を一つのものにして,管理指針としてまとめ,妊娠中の母体の診療指針,胎児モニタリング,

ついで出生後の新生児管理とつながるわけであるが,要はいかにして母体死亡を絶無に近

いものにし,胎児に対しては種々な疾患のほか,特に脳障害をおこしやすい,潜在胎児仮死,

顕性胎児仮死を防止し,出生後は新生児仮死,頭蓋内出血,新生児呼吸障害などの発生防止

のための指針を作ろうとするものである。 

 以上のような管理指針の作成については,時代にともなう医療のあり方の変化に追従し

て,これを作成することが必要である。最近では NICU の施設が全国各地で作られるにいた

ったが,なおその数は多いものではなく,ここに理想像とはかけ離れた面が多々あって実施

の困難さを感じた次第である。そこでこれを克服するための検討も本研究に課せられた課

題の一つであろう。たとえてみれば,医療施設の過密な都会は別として,過疎な地方にあっ

ては,この問題は深刻であり,それ故に分娩室内における施設の再検討,あるいはハイリス

クの母体自ら NICU の施設内で出産する等の考慮も検討を依頼し,現段階における母児管理

のあり方を作成することに努めた。 

 次に最近の医療の進歩は著しいものがあり,これにともなって,診断,検査もきわめて多

岐にわたり,その種類が数多く公表されている現状である。それ故に実施医家としては,そ

のいずれを取捨選択すべきか迷うところである。そこで最も信頼度の高いものをとりあげ,

可及的にチャート形式でとりあげ,実地医家がわかるように整理されることを依頼した次

第である。 

 しかしながら 3 年間の集積をふり返ると,要は早産防止対策,早産例での救急対策,出生

後のハイリスク児のNICUへの輸送の問題,NICUの運用管理に関する問題に要点がしぼられ

た。又他方,現時点ではまれと考えられている妊産婦死亡は,実は以外にあとを絶たないこ

とが理解され,出血を中心とする対索の重要性に鑑み,離島対策などとあわせて,母体死亡

予防のための具体的な指針,対策を作成し,その実施が速かになされることを願って今回の



研究目的とした。 


